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髙た
か

木ぎ

展の
ぶ

郎お　
　

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

な
ぜ
、
大
学
入
試
改
革
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

１　

学
力
観
の
転
換

　

高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
が
三
月
に
公

示
さ
れ
た
。
今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
先

立
ち
、
平
成
二
八
年
三
月
に
高
大
接
続
シ
ス
テ

ム
改
革
会
議
は
、
次
の
よ
う
な
「
最
終
報
告
」

を
ま
と
め
た
。

○　

我
が
国
と
世
界
が
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
た
現
在
、
こ
の
教
育
改
革
は
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
教
育
の
変
革
に
匹
敵

す
る
大
き
な
改
革
で
あ
り
、
そ
れ
が
成
就

で
き
る
か
ど
う
か
が
我
が
国
の
命
運
を
左

右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
教
育
の
中
で
、
高

等
学
校
は
、
昭
和
二
〇
年
の
第
二
次
世
界
大
戦

の
敗
戦
後
に
新
制
高
等
学
校
制
度
に
変
わ
っ
て
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

戦
後
、
新
制
高
等
学
校
へ
の
進
学
率
は
、
昭

和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
た
。
そ
れ
は
、
終
身
雇
用
制
度
下
に
お
け
る

「
良
い
高
校
、
良
い
大
学
へ
の
進
学
」
が
、
就

職
に
つ
な
が
る
と
い
う
社
会
構
造
に
位
置
付
け

ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
学
歴
が
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
生

活
に
つ
な
が
る
一
つ
の
指
標
と
し
て
重
視
さ
れ

た
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
等
学
校
に

お
い
て
は
、
良
い
大
学
へ
合
格
す
る
こ
と
が
社

会
に
お
け
る
関
心
事
と
な
り
、
高
等
学
校
の
教

育
に
対
す
る
評
価
も
、
大
学
進
学
と
い
う
点
に

焦
点
化
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
新

聞
社
が
発
行
す
る
週
刊
誌
も
、
大
学
進
学
特
集

が
、
年
間
の
中
で
最
も
購
買
数
が
多
い
も
の
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
近
年
、
産
業
構
造
の
変
化
と
共
に
、

学
歴
社
会
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
典
型
は
、

一
生
涯
一
つ
の
会
社
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、

転
職
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
る
と
い
う
現

状
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
マ
イ

ケ
ル
・
Ａ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
准
教
授
が
書
い
た
論

文
「
雇
用
の
未
来
」（
二
〇
一
三
）
に
お
い
て
、

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
労
働
省
の
デ
ー
タ
に
基
づ

き
、
七
〇
二
の
職
種
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術

に
よ
っ
て
自
動
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
今
後
一

〇
～
二
〇
年
程
度
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
総

雇
用
者
の
約
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
仕
事
が
自
動

化
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
」
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
論
文
の
発
表
か
ら
、
既
に
五
年
が
経
過

し
て
い
る
が
、
自
動
車
の
自
動
運
転
や
自
動
翻

訳
機
等
の
進
化
を
み
れ
ば
、
か
な
り
の
現
実
性

を
有
し
て
い
る
内
容
と
い
え
よ
う
。

　

戦
後
教
育
に
お
い
て
機
能
し
て
き
た
知
識
の

習
得
量
と
そ
の
再
生
の
正
確
性
を
第
一
義
と
考

え
る
学
力
観
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
の
正
答
率
と
い
う
数
値
に
よ
っ
て

生
徒
を
評
価
し
、
学
力
の
序
列
化
を
行
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
能
力
を
超
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
あ
る
意
味
、
知

識
を
覚
え
な
く
と
も
、
そ
の
習
得
量
と
再
生
の

正
確
性
の
み
を
問
う
な
ら
ば
、
Ａ
Ｉ
を
使
用
す
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る
こ
と
で
事
が
た
り
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
次
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
新

し
い
学
力
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
今
日
問
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

２　

先
進
諸
国
の
求
め
る
学
力

　

新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、「
学
力
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
、「
資
質･

能
力
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま

で
学
校
教
育
で
育
成
し
て
き
た
学
力
の
否
定
で

は
な
く
、
学
力
そ
の
も
の
の
構
成
を
問
う
中
で
、

学
力
の
構
造
を
よ
り
広
げ
る
た
め
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

学
力
と
い
う
言
葉
は
、
学
校
教
育
の
中
で
用

い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
資
質
・
能
力
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
、
と
い

う
大
き
な
概
念
の
枠
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
学
校

で
完
結
す
る
学
力
の
み
で
な
く
、
生
涯
に
わ
た

る
、い
わ
ば
学
び
続
け
る
要
素
と
し
て
の
資
質
・

能
力
の
育
成
に
視
角
（perspective

）
を
移

し
て
の
教
育
活
動
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な

る
。

　

こ
の
学
力
観
の
転
換
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
を
は
じ

め
と
す
る
先
進
諸
国
に
お
い
て
始
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
も
、
知
識
・
技
能
（K

now
ledge

）、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
（Skill

）、
学

び
に
向
か
う
力
・
価
値
観
（A

ttitudes &
 

V
alues

）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
育
成
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
有
機
的
に
関
わ
り
合
っ
て
資

質
・
能
力
（Com

petency

）
を
育
成
す
る
こ

と
を
通
し
、
そ
れ
が
行
動
（A

ction

）
と
し
て

昇
華
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
目
指
さ
れ
て
い
る
資
質
・
能
力
は
、

日
本
だ
け
で
は
な
く
、
先
進
諸
国
が
そ
の
育
成

を
目
指
し
て
い
る
資
質
・
能
力
で
あ
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
の
日

本
の
学
校
教
育
で
育
成
し
て
き
た
学
力
は
、
こ

れ
ま
で
は
機
能
し
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
後
七

〇
年
を
経
過
し
た
今
、
そ
の
学
力
は
、
既
に
旧

態
依
然
の
も
の
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
教
育
の
内
容
を

見
直
す
と
共
に
、高
等
学
校
教
育
で
の
学
力（
資

質
・
能
力
）
の
内
容
の
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

３　
「
高
大
接
続
改
革
」
と
は

　
「
高
大
接
続
改
革
」
と
は
何
か
と
問
わ
れ
た

と
き
、
そ
れ
は
、
大
学
入
試
改
革
も
含
ま
れ
る

が
、
そ
れ
の
み
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

　

そ
こ
で
は
、
高
等
学
校
教
育
と
大
学
教
育
と

を
接
続
す
る
「
大
学
入
学
者
選
抜
」
を
、
連
続

し
た
一
つ
の
軸
と
し
て
、
一
体
的
に
改
革
す
る

も
の
と
し
て
機
能
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
は
、
大
学
入
試
が
変
わ
ら
な
い
と
高
校

教
育
が
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

難
関
校
へ
の
進
学
に
向
け
た
偏
っ
た
受
験
指
導

や
、一
方
で
、Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
等
に
よ
っ

て
、
高
校
生
の
学
修
量
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
等
に
よ
る
。

　

今
日
、
大
学
教
育
に
は
、
少
子
化
や
国
際
競

争
の
進
展
の
中
で
、
大
学
教
育
を
受
け
る
に
た

る
人
材
育
成
や
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
教
育
内
容

の
質
的
転
換
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を

図
る
た
め
、
高
等
学
校
の
次
期
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
は
、「
学
力
の
重
要
な
三
つ
の
要

素
」
と
し
て
、「
知
識
・
技
能
」
の
確
実
な
習
得
、

そ
れ
ら
を
基
に
し
た
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
」、
そ
し
て
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
」
の
育
成
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
実
現
に
向
け
文
部
科
学
省
は
、「
高
大

接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」「
高
大
接
続
シ
ス
テ

ム
改
革
会
議
最
終
報
告
」
に
沿
っ
て
、
大
学
入

学
者
選
抜
の
改
革
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
平
成
三
二
年
度
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
」
に
始
ま
り
、
平
成
三
六
年
度
新
学
習
指
導

要
領
の
全
面
実
施
を
前
提
に
さ
ら
に
改
革
が
進
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め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
推
進
の
方
向
や
内
容
は
、
文
部
科

学
省
よ
り
平
成
二
九
年
出
さ
れ
た
「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
実
施
方
針
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

以
下
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
。

４　
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
が

　
　

求
め
る
も
の

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
目
的
は
、「
各
教

科
・
科
目
の
特
質
に
応
じ
、
知
識
・
技
能
を
十

分
有
し
て
い
る
か
の
評
価
も
行
い
つ
つ
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
中
心
に
評
価
を
行
う

も
の
」
と
し
て
お
り
、
平
成
三
四
年
度
か
ら
年

次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
高
等
学
校
学
習
指
導
要

領
に
示
さ
れ
て
い
る
内
容
と
も
重
な
る
。

　

一
方
、
大
学
入
試
に
お
い
て
は
、
高
等
学
校

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
で
育
成

さ
れ
た
資
質
・
能
力
を
よ
り
的
確
に
評
価
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
等
学
校
教
育
と
大

学
入
試
の
内
容
と
が
乖
離
す
る
も
の
で
は
な
く
、

大
学
で
求
め
る
資
質
・
能
力
が
高
等
学
校
教
育

と
つ
な
が
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

も
あ
る
。

　

特
に
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
知

識
・
技
能
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育

む
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
国

語
を
は
じ
め
と
す
る
全
教
科
等
に
お
い
て
「
言

語
活
動
」（
記
録
、
要
約
、
説
明
、
論
述
、
話

合
い
等
）
を
重
視
し
た
教
育
活
動
を
求
め
て
お

り
、
そ
の
内
容
を
大
学
入
試
に
お
い
て
問
う
こ

と
が
課
題
と
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
も
言

語
活
動
を
通
じ
て
育
成
さ
れ
た
資
質
・
能
力
を

的
確
に
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
記
述
式
問
題
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校
の
授
業
に
お
い

て
も
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実

現
を
図
る
授
業
の
必
要
性
が
派
生
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
は
、「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
」
を
一
層
重
視
し
た
作
問

へ
の
見
直
し
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
マ
ー
ク

シ
ー
ト
式
問
題
に
つ
い
て
も
、
各
教
科
・
科
目

の
特
質
や
難
易
度
を
含
む
識
別
力
の
観
点
も
踏

ま
え
つ
つ
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を

一
層
重
視
し
た
作
問
へ
の
見
直
し
を
図
る
た

め
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
方
針
」
で
は
、

以
下
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
作
問
の
工
夫
・

改
善
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

・
出
題
者
が
問
題
文
で
示
し
た
流
れ
に
沿
っ
て

解
答
す
る
だ
け
で
な
く
、
問
題
解
決
の
プ
ロ

セ
ス
を
自
ら
選
択
し
な
が
ら
解
答
す
る
部
分

が
含
ま
れ
る
よ
う
に
す
る

・
複
数
の
テ
キ
ス
ト
や
資
料
を
提
示
し
、
必
要

な
情
報
を
組
み
合
わ
せ
思
考
・
判
断
さ
せ
る

・
分
野
の
異
な
る
複
数
の
文
章
の
深
い
内
容
を

比
較
検
討
さ
せ
る

・
学
ん
だ
内
容
を
日
常
生
活
と
結
び
つ
け
て
考

え
さ
せ
る

・
他
の
教
科
・
科
目
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
意

識
し
た
内
容
を
取
り
入
れ
る

・
正
解
が
一
つ
に
限
ら
れ
な
い
問
題
と
す
る

・
選
択
式
で
あ
り
な
が
ら
複
数
の
段
階
に
わ
た

る
判
断
を
要
す
る
問
題
と
す
る

・
正
解
を
選
択
肢
の
中
か
ら
選
ば
せ
る
の
で
は

な
く
、
必
要
な
数
値
や
記
号
等
を
マ
ー
ク
さ

せ
る

　

こ
の
よ
う
な
作
問
の
工
夫
・
改
善
は
、
マ
ー

ク
シ
ー
ト
式
の
問
題
の
み
の
考
え
方
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
大
学
入
試
の
た
め
の
資
質
・
能
力

だ
け
で
な
く
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ

る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ

る
。

　

高
等
学
校
教
育
で
育
成
さ
れ
る
資
質
・
能
力

は
、
高
等
学
校
卒
業
時
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力

の
基
盤
と
な
る
。
そ
の
基
盤
を
高
等
学
校
教
育

で
育
成
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校

教
育
で
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。
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高大接続改革の全体像イメージ（高大接続システム改革会議最終報告より）
－「高等学校教育」、「大学教育」、「大学入学者選抜」の一体的改革による「学力の３要素」の伸長－

高等学校教育改革

大学入学者選抜改革 大学教育改革

《「学力の３要素」の確実な育成》

《「学力の３要素」の多面的・総合的評価》 《「学力の３要素」の更なる伸長》

✓学習指導要領の抜本的な見直し

✓学習・指導方法の改善

✓多面的な評価の推進

✓「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」 の導入

✓個別入学者選抜の改革

✓三つの方針（卒業認定・学位授与、教育課程編成・実施、入学者受入れ）
　に基づく大学教育の質的転換

✓認証評価制度の改善

• 育成すべき資質・能力を踏まえた教科・科目等の見直し 
　（「歴史総合（仮称）」、「数理探究（仮称）」、情報活用能力を育成する新科目など） 
• カリキュラム・マネジメントの普及・促進

• 関係省令の改正（「三つの方針」の一体的な策定・公表の制度化）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年３月改正、平成29年４月施行）
• 「三つの方針」の策定・運用に関する「参考指針」の作成（平成28年3月）
• 各大学において育成を目指す人材像や具体的な教育活動の明確化
• 入学から卒業までの、大学教育を充実するためのPDCAサイクルを強化

• 高大接続改革の趣旨を踏まえた評価項目・方法の改善（「三つの方針」に基づく
　大学教育の質的転換促進や、内部質保証を重視した評価）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成30年度から始まる第３サイクルの評価に反映）

◎ 明確な「入学者受入れの方針」に基づき、 
　「学力の３要素」を多面的・総合的に評価する選抜へ改善
　※入学希望者に求める能力と評価方法の関係の明確化とそれに基づく選抜
• 新たな選抜実施ルールの構築 
• 「調査書」の改善や「学修計画書」等の充実

• アクティブ・ラーニングの視点からの学習・指導方法の改善
• 教員の養成・採用・研修の見直し

• 学習評価の改善
• 多様な学習成果を測定するツールの充実
　→「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の導入
　　基礎学力の定着度合いを把握し、指導の工夫に生かす仕組み。 　　CBT導入を検討。 　　（平成31～34年度：試行実施、平成35年度～：新学習指導要領に対応）

→「最終報告」後、文部科学省において、関係団体等の理解と協力を得て、
　実証的・専門的検討、新テストの実施方針（平成２９年度初頭）に反映

→「最終報告」後、文部科学省において、関係団体等の参画を得て、実証的・専門的検討、新テストの
　実施方針（平成29年度初頭）に反映

→「最終報告」後、「大学入学者選抜方法の改善に関する協議」の場で具体
的な在り方を検討（平成３２年度に実施される選抜から適用）

→農・工・商業などの検定試験や英語などの民間検定試験の利活用の促進

（平成32年度～実施、平成36年度からは新学習指導要領に対応）
◎思考力・判断力・表現力の一層の重視
　・記述式問題の段階的導入
　　 平成32～ 35年度：短文記述式
 　　平成36年度～：より文字数の多い記述式 
　・マークシート式問題の改善（平成32年度～）
　・ ＣＢＴの検討・導入（平成３６年度以降の導入を目指す）
　　　※複数回実施については、日程上の課題やＣＢＴの導入、等化等などを中心として、
　　　　引き続き検討

高大接続システム改革のスケジュール
【具体的方策】１．高等学校教育改革

【具体的方策】２．大学教育改革

【具体的方策】３．大学入学者選抜改革

現行学習指導要領の下での実施

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度

教育課程の
見直し
学習指導方法の改善、
教員の指導力の向上 制度改正

多面的な
評価の充実

「高等学校基礎
学力テスト（仮称）」
の導入

三つの方針に基づ
く大学教育の実現

認証評価制度の
改革

「大学入学希望者
学力評価テスト
（仮称）」の導入

個別大学における
入学者選抜改革

中央教育審議会
にて、審議

中央教育審議会
にて、審議

「実施方針」の
策定に向けた
検討

各大学において、
三つの方針の策定、
見直し等の取組
（３月末までに要完了）

評価機関において、
新たな評価基準等への
改訂、各大学への周知

「実施方針」の策定に
向けた検討

大学入学者選抜実施
要項の見直しについて、
高校・大学関係者による
協議

各大学において、
自己点検・評価 第３サイクル評価開始（平成30年度～）

新テストに係る実証的・専門的検討と準備・実施

★各大学における各方針を踏まえた卒業認定、カリキュラム改革、
　入学者選抜の改革、SD、FD等の取組
→ 可能なものから速やかに実施

「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の試行実施
「高等学校基礎学力テスト
（仮称）」の実施

多面的な評価の推進
・学習評価の在り方の見直しや指導要録の改善
・学習成果を多面的に評価するツールとしての民間検定等の活用の促進
・生徒自身の自発的なキャリア形成を促す方策の推進

教科書作成・検定・採択・供給 新学習指導要領（年次進行で実施）

新学習指導要領を踏まえた対応

周知・徹底

制度改正に基づく教員の養成・採用・研修の充実

答
申

答
申

告
示

「
実
施
方
針
」の

策
定
・
公
表

（
29
年
度
初
頭
）

４
月
改
正

省
令
施
行

４
月
改
正

省
令
施
行

「
大
学
入
学

希
望
者
学

力
評
価
テ

ス
ト（
仮
称
）」

の
実
施

各
大
学
で

選
抜
実
施

各
大
学
で

選
抜
実
施

新
学
習
指
導

要
領
に
対
応

し
た
テ
ス
ト

の
実
施

「
実
施
大
綱
」の

策
定
・
公
表

（
30
年
度
初
頭
）

「
実
施
大
綱
」の

検
討（
新
テ
ス
ト

の
具
体
的
内
容
）

プ
レ
テ
ス
ト
の

実
施
（
29
年
度
目
途
）

学校教育法施行規則、
大学設置基準等の改
正、三つの方針の策
定・公表のガイドラ
インの策定

認証評価の細目を
定める省令の改正
（三つの方針に関す
る評価）など

「実施方針」の
策定・公表
（29年度初頭）

各大学の入学者
選抜方法等の
予告・公表

大学入学者選抜
実施要項の見直
しに係る予告通
知（29年度初頭
目途）

「実施大綱」の策定・
公表（31年度初頭目
途）

プレテストの実施
（30年度目途）

新
学
習
指
導

要
領
に
対
応

し
た「
実
施
大

綱
」の
予
告

各
大
学
の
入

学
者
選
抜
方

法
等
の
予
告

・
公
表

新
学
習
指
導

要
領
に
対
応

し
た
個
別
選

抜
の
実
施
に

関
す
る
通
知

「
平
成
33
年
度
大

学
入
学
者
選
抜

実
施
要
項
」発
出

（
32
年
５
月
）

新
学
習
指
導

要
領
に
対
応

し
た「
実
施
大

綱
」の
策
定
・

公
表

平
成
37
年
度
大

学
入
学
者
選
抜

実
施
要
項
」発
出

（
36
年
５
月
）

新学習指導の
下での実施

文部科学省　高大接続改革PT「高大接続改革の動向について」（平成29年１月31日）より
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１　

大
学
入
試
が
変
わ
る
!?

　

高
等
学
校
の
教
育
現
場
に
お
い
て
、「
大
学

入
試
が
変
わ
る
」
と
い
う
こ
と
自
体
、
大
き
な

話
題
で
あ
る
。
た
だ
、
今
回
の
「
大
学
入
学
者

選
抜
試
験
改
革
」
は
、
入
試
単
体
の
改
革
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
高
校
教
育
、
大
学
教
育
、
そ

し
て
大
学
入
学
者
選
抜
を
一
体
で
改
革
し
よ
う

と
す
る
、「
高
大
接
続
改
革
」
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。「
高
大
接
続
改
革
」
の

ね
ら
い
は
、
大
学
教
育
を
抜
本
的
に
変
え
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、「
大
学
入
試
を
変
え
る
」

こ
と
に
よ
っ
て
、
高
等
学
校
教
育
も
変
え
て
い

こ
う
と
す
る
意
識
の
表
れ
と
し
て
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　

高
校
現
場
で
も
、「
大
学
入
試
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
、
教
育
の
質
は
変
わ
ら
な
い
」
と
ま
で

囁
か
れ
る
の
が
現
実
で
あ
る
。「
高
大
接
続
改

革
」
は
、「
生
き
る
力
」
を
確
実
に
育
成
し
よ

う
と
す
る
意
志
の
も
と
、「
大
学
入
学
者
選
抜
」

も
一
体
の
も
の
と
し
て
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
た
も
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
語
授
業
の
こ
れ
か
ら

を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、「
入
試
改
革
」
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
高
大
接
続
改
革
」

の
ね
ら
い
と
動
向
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

２　

国
語
授
業
の
こ
れ
ま
で
と
、

　
　

こ
れ
か
ら

　

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
始
ま
る
「
高
大
接
続
改

革
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
生
き

る
力
、
予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め

の
資
質
・
能
力
を
、
着
実
に
、
そ
し
て
豊
か
に

育
む
こ
と
を
意
識
し
た
教
育
活
動
が
望
ま
れ
て

い
る
。「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
記
述
式
問

題
例
を
見
て
み
て
も
、
国
語
学
習
で
学
ん
だ
こ

と
を
基
盤
に
し
た
実
践
力
の
養
成
が
期
待
さ
れ
、

測
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
根
拠
を
明
確
に
し
つ
つ
、
質

問
や
反
論
を
構
成
す
る
こ
と
、
契
約
を
結
ぶ
者

の
立
場
に
立
ち
、
不
足
し
て
い
る
情
報
が
何
か
、

そ
し
て
付
け
足
す
べ
き
こ
と
は
何
か
を
見
出
し
、

実
際
に
記
述
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
も
い
る
。

ま
た
、
論
点
を
把
握
し
た
上
で
、
課
題
解
決
の

た
め
に
筋
道
を
立
て
、
目
的
に
応
じ
、
自
分
の

立
場
か
ら
意
見
を
構
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
も
い
る
。

　

素
材
は
、
資
料
と
会
話
文
、
も
う
一
つ
は
契

約
書
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
国
語
で

扱
わ
れ
て
き
た
教
材
と
は
大
き
く
異
な
る
。
日

頃
、
目
に
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
文
章
を
題

材
に
し
、
日
常
生
活
の
中
の
会
話
の
一
場
面
を

切
り
取
っ
た
出
題
、
契
約
書
を
題
材
に
し
た
出

題
に
よ
り
、
素
材
自
体
の
目
新
し
さ
に
注
目
が

集
ま
っ
て
も
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
素
材
に
ば
か
り
目
を
奪
わ

れ
て
し
ま
い
、
現
実
生
活
に
即
し
た
文
章
を
読

ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
し
ま
う
の

は
早
計
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
記
述

式
問
題
例
で
は
、
あ
る
程
度
の
分
量
の
文
章
を

論
理
的
に
読
み
取
っ
た
り
、
解
釈
し
た
り
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

宮み
や

本も
と

浩こ
う

治じ　
　

岡
山
大
学

教
材
内
容
中
心
で
は
な
く
、

言
語
能
力
を
意
識
し
て
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こ
れ
ま
で
の
国
語
の
授
業
で
目
指
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
学
習
内
容
と

し
て
も
、
根
拠
を
明
確
に
し
つ
つ
、
意
見
を
構

築
し
た
り
、
論
証
の
過
不
足
を
指
摘
し
、
補
完

し
た
り
、
削
除
し
た
り
す
る
こ
と
自
体
、
従
来

の
国
語
の
授
業
で
培
お
う
と
し
て
き
た
も
の
で

あ
る
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、「
こ
れ
か
ら
」
の
国
語
授
業
で
は
、「
こ

れ
ま
で
」
の
国
語
授
業
が
否
定
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
意
識
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
記
述
式
問
題
例
は
、
こ
れ
ま
で
の

国
語
授
業
で
培
っ
て
き
た
は
ず
の
力
（
新
し
い

学
習
指
導
要
領
を
意
識
し
た
と
き
に
は
、「
資

質
・
能
力
」
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
な
の
か
も

し
れ
な
い
。）
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
意
識
し

た
上
で
授
業
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
て

お
り
、
無
批
判
に
「
こ
れ
ま
で
」
を
受
け
入
れ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
を
注
記
し
た
い
。

３　

言
語
能
力
の
意
識
化
を

　
　

鍵
と
し
て

　

記
述
式
問
題
例
が
示
す
、
こ
れ
か
ら
の
国
語

授
業
は
、
読
解
は
読
解
と
し
て
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
読
解
し
た
こ
と
を
も
と
に

し
て
、自
分
の
意
見
を
構
築
し
た
り
、読
み
取
っ

た
こ
と
を
他
者
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り

と
い
う
、
実
際
に
思
考
す
る
こ
と
、
表
現
す
る

こ
と
を
重
視
し
た
学
習
を
推
進
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は

あ
る
が
、「
教
科
書
を
読
解
し
て
終
わ
り
」
と

い
う
展
開
か
ら
は
脱
却
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。（
こ
の
こ
と
は
、
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
に
関
連
付
け
ら
れ
て
議
論
さ
れ
る
問
題
で

も
な
い
は
ず
で
あ
る
。）
し
か
し
、
こ
の
こ
と

は
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
た
び
に
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
課
題
で
あ
り
、
変
わ
ら
な
い
高

等
学
校
国
語
授
業
の
象
徴
で
も
あ
る
と
言
え
よ

う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
従
来
と
素
材
は
同
じ
で
あ
っ

て
も
、
複
数
の
文
章
を
読
み
比
べ
た
上
で
論
の

異
な
り
を
見
つ
け
た
り
、
求
め
ら
れ
る
情
報
を

取
り
出
し
て
論
理
的
に
解
釈
し
た
り
す
る
こ
と

を
求
め
て
も
い
る
。
主
題
や
主
張
を
読
み
取
る

こ
と
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
学
習
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
情
報
を
統
合
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
し
て
論
じ
る
力
や
論

証
自
体
を
問
い
直
し
、
合
意
形
成
を
行
う
た
め

の
実
践
力
の
形
成
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

４　

ま
と
め

　

総
括
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
国
語
授
業
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
素
材
は
、
従
来
ど
お
り
で
い
い
が
、
素
材
と

素
材
を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
、
単
元
を
開
発

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
。

②
従
前
以
上
に
、
言
語
能
力
と
し
て
育
む
べ
き

要
素
を
よ
り
一
層
意
識
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
。

③
思
考
さ
せ
る
こ
と
や
表
現
さ
せ
る
こ
と
を
意

識
し
た
活
動
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
言
語

能
力
を
基
盤
に
し
た
実
践
力
を
育
む
こ
と
。

　

高
等
学
校
に
お
い
て
、
国
語
授
業
を
構
築
す

る
者
と
し
て
、「
大
学
入
学
者
選
抜
」
に
注
視

す
る
の
は
仕
方
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て

き
た
国
語
授
業
の
課
題
自
体
を
捉
え
直
し
、「
こ

れ
ま
で
」
育
成
し
て
き
た
つ
も
り
の
言
語
能
力

を
再
確
認
し
、
よ
り
意
識
的
に
高
め
て
い
く
、

深
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
、「
こ
れ
ま
で
」
以
上
に

必
要
と
な
る
。

　

国
語
授
業
の
「
こ
れ
ま
で
」
を
学
校
全
体
で
、

主
体
的
・
協
働
的
に
捉
え
直
し
、
言
語
能
力
の

育
成
を
軸
に
し
た
授
業
改
善
の
営
み
を
推
進
す

る
こ
と
が
、
国
語
授
業
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
つ

く
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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沖お
き

奈な

保ほ

子こ　
　

東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

古
文
で
実
現
す
る

深
い
学
び
と
は

１　

古
典
教
育
の
現
状

　

高
等
学
校
の
国
語
教
育
の
現
場
に
お
い
て
、

生
徒
の
「
古
典
離
れ
」
は
年
々
加
速
し
て
い
る
。

「
古
典
を
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」
そ
の
意
義
を
生
徒

た
ち
は
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
な
く
、
文
法
を

学
び
、
原
文
の
逐
語
訳
を
中
心
と
し
た
授
業
を

経
験
し
て
お
り
、
一
方
、
教
え
る
側
も
大
学
受

験
を
見
据
え
読
解
に
必
要
な
知
識
の
習
得
を
優

先
す
る
た
め
、
授
業
は
教
師
主
導
型
の
授
業
に

な
り
や
す
く
、
生
徒
の
興
味
関
心
を
引
き
出
し

に
く
い
。

　

新
学
習
指
導
要
領
の
「
古
典
探
究
」
で
は
、

「
古
典
に
親
し
み
自
己
を
向
上
」
さ
せ
、「
我
が

国
の
文
化
の
担
い
手
」
と
し
て
の
態
度
の
育
成

を
目
標
と
し
て
い
る
。「
古
典
に
親
し
む
」と
は
、

古
典
の
世
界
に
「
親
し
ま
さ
れ
る
」
も
の
で
は

な
い
。
古
典
の
学
習
が
、
日
々
の
指
導
の
中
で

学
習
者
に
と
っ
て
発
見
や
認
識
の
深
化
、
生
き

方
へ
の
示
唆
を
も
た
ら
す
と
き
、
自
ず
と
古
典

に
親
し
み
学
ぶ
意
義
が
感
得
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
一
方
で
、
学
習
指
導
全
般
の
改
善
と
し
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か

ら
の
授
業
の
質
の
向
上
を
図
り
、「
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
入
れ
た
授
業
設
計
の
構
築
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。「
深
い
学
び
」と
は
、言
語
に
よ
る
見
方
・

考
え
方
を
は
た
ら
か
せ
て
、
習
得
、
活
用
、
探

究
の
過
程
の
中
で
、
①
知
識
を
相
互
に
関
連
付

け
て
よ
り
深
く
理
解
す
る
、
②
情
報
を
精
査
し

て
考
え
を
形
成
す
る
、
③
問
題
を
見
い
だ
し
て

解
決
策
を
考
え
る
、
④
思
い
や
考
え
を
基
に
創

造
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
②
、

③
に
関
連
し
た
「
深
い
学
び
」
を
導
く
二
つ
の

事
例
を
紹
介
し
た
い
。 

２　

生
徒
の
疑
問
を

　
　

生
徒
が
解
決
す
る
授
業

　

―
『
土
佐
日
記
』「
門
出
」
の
導
入

　
『
土
佐
日
記
』
は
、
現
存
す
る
日
本
最
古
の

仮
名
日
記
で
あ
る
と
い
う
文
学
史
的
な
価
値
を

も
つ
だ
け
で
な
く
、
土
佐
か
ら
京
に
上
る
行
程

と
そ
こ
に
織
り
込
ま
れ
る
人
々
の
描
写
は
当
時

の
風
土
や
文
化
を
知
る
上
で
重
要
な
題
材
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
た
め
冒
頭
「
男
も
す
な

る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
…
…
」
の
一
文
の
後
に

続
く
、
通
称
「
門
出
」（
十
二
月
二
十
一
日
～

二
十
二
日
条
）
は
多
く
の
教
科
書
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
作
品
の
概
要
を
簡
単
に
説
明
し
た
後
、

旅
程
図
と
日
程
に
注
目
さ
せ
、
気
づ
い
た
こ
と

や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
ペ
ア
で
話
す
よ
う
促

し
た
。
交
通
網
が
発
達
し
て
い
る
現
在
に
比
べ
、

当
時
の
人
々
が
長
い
距
離
を
ど
の
よ
う
に
移
動

し
た
の
か
、
対
話
を
通
し
て
想
像
力
を
喚
起
さ

せ
て
い
く
の
が
ね
ら
い
だ
。

　

生
徒
た
ち
は
、
地
図
を
見
て
感
じ
た
こ
と

を
発
言
し
て
い
く
。「
室
津
で
結
構
泊
っ
て
る

ね
」「
阿
波
か
ら
和
泉
ま
で
一
日
だ
ね
」「
こ
れ

歩
き
？
」「
海
沿
い
だ
か
ら
舟
で
し
ょ
」「
え
、

じ
ゃ
あ
難
波
か
ら
京
都
も
？
」「
こ
こ
は
川
か

な
…
…
」「
え
、
こ
れ
馬
に
乗
っ
て
る
ん
じ
ゃ
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な
い
の
？　

だ
っ
て
伊
勢
物
語
の
昔
男
は
馬
に

乗
っ
て
た
よ
！
」
と
い
う
発
言
に
、
ク
ラ
ス
の

多
く
の
生
徒
が
、「
昔
男
」
と
紀
貫
之
は
同
じ

「
旅
」
で
も
手
段
が
違
い
、そ
れ
が
身
分
や
目
的
、

場
所
、
地
形
に
よ
る
も
の
だ
と
発
見
し
て
い
く
。

　

そ
の
後
「
門
出
」
の
本
文
か
ら
出
た
疑
問
点

を
含
め
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
て
い
っ
た
。
問

い
の
質
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
す
べ
て
の
問
い
に

教
師
も
生
徒
も
全
員
で
向
き
合
う
。

　

実
際
の
授
業
で
は
、
生
徒
か
ら
上
が
っ
た
問

い
の
中
か
ら
次
の
二
つ
を
課
題
と
し
て
扱
っ
た
。

①
な
ぜ
、
室
津
（
現
在
の
室
戸
岬
近
辺
）
か
ら

な
か
な
か
進
め
な
か
っ
た
の
か
。

②
な
ぜ
、
旅
の
安
全
祈
願
を
し
た
の
が
、
京
都

ま
で
で
は
な
く
、「
和
泉
」
ま
で
な
の
か
。

　

生
徒
た
ち
は
調
べ
学
習
を
通
じ
、
地
形
や
気

候
、
歴
史
の
知
識
な
ど
と
関
連
付
け
て
考
察
し
、

解
決
へ
と
導
い
て
い
っ
た
。
生
徒
の
疑
問
を
ク

ラ
ス
全
員
で
解
決
す
る
こ
と
で
、
主
体
的
な
学

び
を
実
現
す
る
授
業
と
な
っ
た
。

３　

複
数
の
場
面
の
読
み

　
　

自
ら
の
考
え
を
創
造
す
る
授
業

　

―
『
伊
勢
物
語
』「
東
下
り
」
の
重
ね
読
み

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、『
伊
勢
物
語
』
九
段

「
東
下
り
」
を
学
習
し
た
後
に
実
践
し
た
事
例

で
あ
る
。
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
東
下

り
」
で
は
愛
す
る
人
と
別
れ
「
身
を
要
な
き
も

の
」
に
思
っ
た
「
昔
男
」
が
、「
東
の
方
に
住

む
」
の
に
ふ
さ
わ
し
い
国
を
探
し
に
旅
に
出
る

の
だ
が
、
実
際
に
は
「
東
下
り
」
章
段
（
七
段

～
十
五
段
）
の
一
部
分
で
、
こ
の
後
も
旅
は
続

い
て
い
る
。
で
は
、「
住
む
べ
き
国
」
を
求
め

た
旅
の
終
着
点
は
ど
こ
な
の
だ
ろ
う
か
。
九
段

だ
け
で
は
そ
の
答
え
は
出
て
こ
な
い
。
そ
こ
で

生
徒
た
ち
に
七
段
か
ら
十
五
段
ま
で
の
本
文
と

白
地
図
を
配
り
、
そ
の
旅
程
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
作
業
を
行
っ
た
。
歌
を
詠
ん
だ
お
よ
そ
の

場
所
を
探
り
道
程
を
た
ど
っ
て
い
き
、
こ
の
旅

で
の
「
昔
男
」
の
心
情
と
終
着
点
を
考
え
る
の

が
目
的
で
あ
る
。

　
「
東
下
り
」
章
段
に
お
け
る
和
歌
の
数
は
全

部
で
一
六
首
。
あ
ら
す
じ
を
確
認
し
、
歌
こ
と

ば
な
ど
を
参
考
に
「
昔
男
」
の
現
在
地
を
読
み

取
っ
て
い
く
。
十
一
段
の
和
歌
は
地
名
が
読
み

取
れ
な
い
た
め
、
詠
ん
だ
場
所
を
自
由
に
想
像

し
、
理
由
と
と
も
に
地
図
上
に
印
を
つ
け
さ
せ

た
。
最
後
に
、
男
の
終
着
点
を
記
入
し
、
そ
の

本
文
根
拠
と
と
も
に
論
述
さ
せ
た
。

４　

古
典
の
魅
力
と
は

　
「
古
典
の
魅
力
と
は
何
か
？　

何
の
た
め
に

古
典
を
学
ぶ
の
か
？
」
に
つ
い
て
、
一
年
間
の

授
業
を
通
じ
て
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
答
え
を
出

せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
自
ら
の
感
性
を
豊
か
に

し
、
古
典
を
題
材
に
自
身
の
思
考
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
そ
の
生
徒
に
と
っ
て
古
典
は

他
の
教
科
の
学
び
と
同
様
に
、
意
義
の
あ
る
も

の
と
な
る
だ
ろ
う
。
生
徒
が
授
業
の
主
役
で
あ

る
よ
う
に
、
古
典
の
魅
力
を
語
る
の
も
生
徒
。

そ
の
魅
力
を
つ
か
ま
せ
る
よ
う
な
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
の
あ
る
授
業
展
開
が
古
典
授
業
の
新
し
い

息
吹
と
な
る
だ
ろ
う
。
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安や
す

田だ

正ま
さ

典の
り　

　

愛
知
淑
徳
大
学

ま
が
つ
た
て
つ
ぱ
う
だ
ま
の
や
う
に

―
― 
文
学
の
言
葉
と
は
何
か

言
い
現
わ
し
、
立
ち
現
わ
れ

　

言
葉
に
は
〈
今
こ
こ
〉
に
な
い
も
の
を
出
現

さ
せ
る
力
、
呪
文
の
よ
う
な
力
が
あ
る
。
こ
の

言
葉
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
、
哲
学
者
の
大
森

荘
蔵
氏
が
お
も
し
ろ
い
喩
え
を
用
い
て
説
明
し

て
い
る
。

　

或
る
港
を
眺
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
わ
れ
わ

れ
は
そ
の
港
を
「
よ
く
見
る
こ
と
」
が
で
き
る

場
所
を
さ
が
し
て
丘
に
登
り
見
晴
し
台
に
上
る
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
或
る
情
景
な
り
事
件
な

り
が
「
よ
り
よ
く
」
眺
め
ら
れ
る
姿
で
立
ち
現

わ
れ
る
よ
う
に
言
葉
を
さ
が
す
の
で
あ
る
。
既

に
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
何
か
を
言
葉
で
描
写
叙

述
す
る
た
め
で
は
な
く
、
よ
り
満
足
の
ゆ
く
姿

で
そ
れ
を
立
ち
現
わ
す
た
め
に
で
あ
る
。
そ
の

姿
は
そ
の
言
葉
と
連
れ
だ
っ
て
立
ち
現
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
聞
き
手
の
い
な
い

場
合
に
も
ま
た
わ
た
し
は
そ
の
何
か
を
「
言
い

現
わ
す
」
の
で
あ
る
。（
言
語
）
表
現
と
は
他

人
に
も
自
分
に
も「
言
い
現
わ
し
」な
の
で
あ
る
。

大
森
荘
蔵
「
言
い
現
わ
し
、
立
ち
現
わ
れ

―
日
常
言
語
の
中
で
」（『
岩
波
講
座　

文

学
１　

文
学
表
現
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為

か
』
岩
波
書
店
・
一
九
七
五
年
）

　

つ
ま
り
、
言
葉
に
よ
っ
て
何
か
を
「
言
い
現

わ
す
」
と
い
う
の
は
、
す
で
に
そ
こ
に
現
れ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
る
も
の

0

0

0

0

を
言
葉
で
写
し
取
る
こ
と
で
は
な
く

て
、
言
葉
に
よ
っ
て
そ
れ
を
出
現
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
何
か

あ
る
こ
と
を
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
」
と
い

う
の
は
、「
そ
れ
は
確
か
に
今
私
の
目
の
前
に

あ
る
の
だ
が
、
う
ま
く
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ

な
い
の
だ
」と
い
う
の
で
は
な
く
、「
そ
の
何
か

を
明
確
な
姿
で
立
ち
現（
わ
）れ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
」、
そ
の
程
度
に
し
か
そ
の
何
か
に

つ
い
て
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。 

「
わ
か
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、う
ま
く
表
現
で
き 

な
い
」
と
い
う
の
は
多
く
の
人
の
実
感
で
あ
ろ

う
。
け
れ
ど
も
そ
の
「
わ
か
っ
て
い
る
」
と
い

う
の
は
実
は
錯
覚
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
森
氏
の

指
摘
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
何
と
か
し
て
文
章
が

書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
私
た
ち
の
進
む
べ
き 

道
は
、
大
森
氏
の
喩
え
を
借
り
れ
ば
、「
そ
の
港 

を
『
よ
く
見
る
こ
と
』
が
で
き
る
場
所
を
さ
が

し
て
丘
に
登
り
見
晴
し
台
に
上
る
」
こ
と
、
つ

ま
り
、
自
分
が
〈
言
い
現
そ
う
〉
と
す
る
何
か

に
つ
い
て
、
そ
の
姿
が
は
っ
き
り
見
え
て
く
る

と
こ
ろ
ま
で
徹
底
的
に
言
葉
を
さ
が
す
こ
と
よ

り
ほ
か
に
な
い
こ
と
に
な
る
。
抽
象
的
な
議
論

で
、腑
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、「
わ
か
っ

て
い
る
け
ど
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
」
と
考
え
る

の
と
、「
自
分
は
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
う
ま
く 

言
葉
に
で
き
な
い
の
だ
」
と
考
え
る
の
と
で
は
努

力
の
方
向
が
違
っ
て
く
る
。
厳
し
い
言
い
方
に
な

る
が
、「
わ
か
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
う
ま
く

表
現
で
き
な
い
」
と
考
え
る
人
は
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
う
ま
く
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な

い
。
問
題
の
本
質
が
見
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
形
に
な
っ
た
も
の
を
見
て
は
じ
め
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て
そ
れ
が
何
で
あ
っ
た
か
を
知
る
。
逆
で
は
な
い
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
一
つ
重
要
な
問
題
が
あ

る
。
そ
れ
は
言
葉
は
私
た
ち
に
先
立
っ
て
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
あ
な
た
が
今
非

常
に
複
雑
な
思
い
を
抱
い
て
い
て
、
そ
の
思
い

は
言
葉
に
す
る
の
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
と

し
よ
う
。
既
成
の
言
葉
で
は
あ
な
た
の
心
の
複

雑
さ
を
捉
え
き
れ
な
い
、ど
う
表
現
し
て
も「
こ

れ
は
違
う
」
と
い
う
気
が
し
て
し
ま
う
、
つ
ま

り
大
森
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
う
ま
く
「
言

い
現
わ
す
」こ
と
が
で
き
な
い
。だ
か
ら
と
い
っ

て
、
あ
な
た
は
自
分
で
新
し
い
言
葉
（
単
語
）

を
作
り
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
で
は

他
者
に
伝
わ
ら
ず
、
伝
わ
ら
な
い
言
葉
は
言
葉

と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
あ
な
た

は
既
成
の
言
葉
（
共
同
体
の
語
彙
）
を
使
う
よ

り
ほ
か
に
な
い
。
そ
こ
で
あ
な
た
は
言
葉
さ
が

し
の
旅
に
出
る
。
ど
こ
か
に
ぴ
っ
た
り
く
る
言

葉
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
心
の
中
の
世
界

を
、
本
の
中
の
世
界
を
、
現
実
の
世
界
を
旅
す

る
。
し
か
し
そ
れ
は
見
つ
か
ら
な
い
。
あ
な
た

は
焦
り
は
じ
め
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
ぴ
っ
た

り
く
る
言
葉
な
ん
て
は
じ
め
か
ら
存
在
し
な
い

の
で
は
な
い
か
、
も
う
そ
う
な
ら
、
こ
の
も
や

も
や
と
し
た
気
持
ち
を
抱
え
て
、
私
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
、
と
。
ど
う
す
れ
ば
私
と
い
う

人
間
の
複
雑
さ
を
（
固
有
な
存
在
と
し
て
の
私

を
）
既
成
の
言
葉
（
共
同
体
の
語
彙
）
を
使
っ

て
〈
言
い
現
す
〉
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
は

「
表
現
」
の
本
質
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

ま
が
つ
た
て
つ
ぱ
う
だ
ま
の
や
う
に

　

文
学
の
言
葉
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
の
は
こ

こ
か
ら
先
で
あ
る
。
宮
澤
賢
治
の
詩
「
永
訣
の

朝
」
の
詩
句
を
引
用
し
よ
う
。

青
い
蓴

じ
ゅ
ん

菜さ
い

の
も
や
う
の
つ
い
た

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
か
け
た
陶た

う

椀わ
ん

に

お
ま
へ
が
た
べ
る
あ
め
ゆ
き
を
と
ら
う
と
し
て

わ
た
く
し
は
ま
が
つ
た
て
つ
ぱ
う
だ
ま
の
や
う
に

こ
の
く
ら
い
み
ぞ
れ
の
な
か
に
飛
び
だ
し
た

『
宮
澤
賢
治
詩
集
』（
岩
波
書
店
・
一
九 

五
〇
年
）

　

詩
人
は
言
葉
を
ね
じ
曲
げ
て
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
常
の
言
葉
が
失
っ
て
い
る
存
在
喚

起
力
を
甦
ら
せ
る
。「
わ
た
く
し
は
ま
が
つ
た

て
つ
ぱ
う
だ
ま
の
や
う
に
」
と
い
う
詩
句
と

と
も
に
〈
立
ち
現
れ
る
〉「
わ
た
く
し
」
の
姿
、

動
き
、
そ
の
心
の
形
に
着
目
し
よ
う
。
難
し
い

言
葉
は
一
つ
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど

も
、
こ
こ
に
は
確
か
に
こ
の
表
現
以
外
で
は
決

し
て
実
現
さ
れ
な
い
鮮
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
こ
れ
が
詩
の
言
葉
の
力
で
あ
る
。

　

私
の
教
室
で
は
、
学
習
者
は
、
言
葉
の
前
に

立
ち
止
ま
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
問

い
の
前
に
立
た
さ
れ
る
。「
ま
が
つ
た
て
つ
ぱ

う
だ
ま
の
や
う
に
」
と
い
う
時
、「
ま
が
つ
」

て
い
る
の
は
い
っ
た
い
何
か
、「
て
つ
ぱ
う
だ

ま
」
か
、
そ
れ
と
も
―
―
も
ち
ろ
ん
こ
の
問
い

に
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
答
え
は
な
い
。

「
ま
が
つ
た
て
つ
ぱ
う
だ
ま
」
と
い
う
言
葉
に

は
現
実
的
な
対
応
物
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は

言
葉
と
と
も
に
〈
立
ち
現
れ
る
〉
も
の
、
詩
の

中
に
現
れ
る
「
わ
た
く
し
」
の
心
の
形
で
あ
る
。

私
た
ち
に
で
き
る
の
は
そ
れ
に
つ
い
て
語
る
こ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と0

だ
け
だ
。

　

文
学
の
言
葉
に
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
は
、

言
葉
の
射
程
を
現
実
世
界
を
超
え
た
心
象
世
界

に
ま
で
拡
張
す
る
た
め
に
詩
人
が
通
過
し
た
複

雑
な
心
的
過
程
を
、
読
者
一
人
一
人
が
自
ら
の

想
像
力
に
よ
っ
て
た
ど
り
、
自
分
の
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
固
有
な
存
在

と
し
て
の
自
己
に
向
き
合
う
時
、
人
は
自
他
の

間
に
深
い
断
絶
の
河
を
見
る
。
こ
の
河
に
は
歩

い
て
渡
れ
る
橋
は
な
い
。
多
く
の
学
習
者
が
橋

を
夢
見
て
い
る
。
そ
の
傍
ら
で
、
暗
い
流
れ
を

見
つ
め
な
が
ら
、
闇
の
向
こ
う
か
ら
泳
い
で

渡
っ
て
く
る
何
者
か
に
つ
い
て
語
り
合
う
、
そ

う
い
う
授
業
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
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吉よ
し

田だ

和か
ず

夫お　
　

玉
川
大
学
教
師
教
育
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

こ
れ
か
ら
の
国
語
科
教
育
の
方
向
と
新
し
い
学
び

― 
社
会
人
基
礎
力
と
Ｉ
Ｂ
を
中
心
に

　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
言

葉
が
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
変
わ
り
、
そ
の
学
習

方
法
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
一
層
明
確
に
な
っ

た
と
考
え
る
。

　

二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
二
月
に
経
済
産

業
省
が
定
義
づ
け
た
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。「
職
場
や
地
域
社
会
で
多
様

な
人
々
と
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基

礎
的
な
力
」と
し
て
、「
基
礎
学
力
」「
専
門
知
識
」

に
加
え
て
、
意
識
的
に
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
「
社
会

人
基
礎
力
」
は
、
下
記
の
「
３
つ
の
能
力
・
12

の
要
素
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
一

つ
の
基
準
を
提
供
し
て
い
る

（
＊
１
）。

　

こ
こ
で
示
さ
れ
る
内
容
及
び
方
向
性
が
新
学

習
指
導
要
領
の
そ
れ
と
極
め
て
近
い
こ
と
か
ら
、

私
は
「
原
点
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

次
に
、「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（International 

Baccalaureate

）」（
以
下
「
Ｉ
Ｂ
」
と
示
す
）

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
最
初
に
こ
の
言
葉
に

出
会
う
人
は
必
ず
疑
問
に
思
う
だ
ろ
う
。
な
ん

で
も
調
べ
ら
れ
る
便
利
な
（
け
れ
ど
玉
石
混
交

で
ど
こ
に
正
確
な
情
報
が
ど
こ
に
あ
る
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
！
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す

る
と
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｉ
Ｂ
の

詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た

（
＊
２
）。
た
だ
し
、
問
い
合
わ

せ
先
は
、
大
臣
官
房
国
際
課
国
際
協
力
企
画
室

と
な
っ
て
お
り
、
単
に
国
内
的
な
文
部
科
学
省

の
枠
組
み
で
は
な
く
、
世
界
機
構
に
よ
る
学
習

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
１
．
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
と
は
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構（
本
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

が
提
供
す
る
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ:International 

Baccalaureate

）
は
、
１
９
６
８
年
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
満
ち
た
総
合
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
世
界
の
複
雑
さ
を
理
解
し
て
、
そ
の

こ
と
に
対
処
で
き
る
生
徒
を
育
成
し
、
生
徒
に

対
し
、
未
来
へ
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
た
め
の

態
度
と
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、

国
際
的
に
通
用
す
る
大
学
入
学
資
格
（
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
資
格
）を
与
え
、大
学
進
学
へ
の
ル
ー

〈３つの能力／ 12の能力要素〉
前に踏み出す力（アクション）

チームで働く力（チームワーク）

考え抜く力（シンキング）

～一歩前に踏み出し、
　失敗しても粘り強く取り組む力～
主体性　物事に進んで取り組む力
働きかけ力　他人に働きかけ巻き込む力
実行力　目的を設定し確実に行動する力

～多様な人々とともに、目標に向けて協力する力～
発信力　自分の意見をわかりやすく伝える力
傾聴力　相手の意見を丁寧に聴く力
柔軟性　意見の違いや立場の違いを理解する力
情況把握力　自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力
規律性　社会のルールや人との約束を守る力
ストレスコントロール力　ストレスの発生源に対応する力

～疑問を持ち、考え抜く力～
課題発見力　現状を分析し目的や課題を
　　　　　　明らかにする力
計画力　課題の解決に向けたプロセスを
　　　　明らかにし準備する力
創造力　新しい価値を生み出す力
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ト
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
。

　

現
在
、
認
定
校
に
対
す
る
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
作
成
や
、
世
界
共
通
の
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

試
験
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
の
授
与
等
を
実

施
。 

（
傍
線
は
筆
者
）

　
「
バ
カ
ロ
レ
ア
（baccalauréat

）」（
以
下

「
Ｂ
」
と
示
す
）
は
、
元
は
フ
ラ
ン
ス
教
育
省

が
発
行
す
る
中
等
教
育
レ
ベ
ル
認
証
で
、
こ
れ

が
あ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
原
則
と
し
て
ど
の
大

学
に
も
（
分
野
別
・
成
績
・
地
域
別
で
は
あ
る

が
）
入
学
で
き
る
。
難
問
で
著
名
な
中
国
の
官

僚
資
格
試
験
「
科
挙
」
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
多

く
は
文
章
に
よ
る
設
問
で
記
述
に
よ
る
解
答
が

多
い
。
普
通
Ｂ
・
技
術
Ｂ
・
職
業
Ｂ
と
分
類
が

あ
り
、
さ
ら
に
普
通
Ｂ
に
は
科
学
系
、
人
文
系
、

経
済
・
社
会
系
が
あ
っ
て
当
然
難
易
度
も
異
な

る
。
た
だ
、
文
章
力
の
あ
る
学
生
に
は
極
め
て

有
利
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
逆
も
真
で
あ
る
。

　

こ
の
フ
ラ
ン
ス
Ｂ
の
国
際
版
が
Ｉ
Ｂ
で
あ
り
、

急
速
に
国
際
化
さ
れ
る
世
界
に
資
す
る
試
験
と

し
て
内
容
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
わ
か
る
が
、
具

体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
年
齢
に
応
じ
、
下
図
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 

（Prim
ary Y

ears Program
m

e:
 

初
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

 

三
歳
～
一
二
歳

 

（M
iddle Y

ears Program
m

e:
 

中
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

 

一
一
歳
～
一
六
歳

 

（D
iplom

a Program
m

e:
 

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

 

一
六
歳
～
一
九
歳

　

Ｐ
Ｖ
Ｐ
と
Ｍ
Ｙ
Ｐ
は
、
現
在
、
ど
の
言
語
で

も
提
供
可
能
で
あ
る
。
Ｄ
Ｐ
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
平
成
二
九
年
六
月
一
日
現
在
、

世
界
で
三
二
〇
九
校
、
国
内
で
は
三
三
校
が
設

置
し
て
い
る
。
一
六
歳
～
一
九
歳
を
対
象
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
二
年
間
履
修
し
、
最
終
試
験
を
経
て
所
定

の
成
績
を
収
め
る
と
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る

大
学
入
学
資
格
（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
）
が

取
得
可
能
と
な
る
。
た
だ
、
原
則
と
し
て
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
の
実
施
で
あ
り
、

日
本
語
Ｄ
Ｐ
実
施
校
は
現
在
八
校
に
留
ま
っ
て

い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
に
、
次

の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る

（
＊
３
）。

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学

習
指
導
要
領
が
目
指
す
「
生
き
る
力
」
の
育
成

や
新
成
長
戦
略
が
掲
げ
る
課
題
発
見
・
解
決
能

力
や
論
理
的
思
考
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
等
重
要
能
力
・
ス
キ
ル
の
確
実
な
習
得
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
趣
旨
を
踏
ま

え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
関
す
る
調
査
研
究
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
の
認
知
度
の
向
上
、
裾
野
の

拡
大
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
将

来
の
認
定
校
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
す
る
。

 
 （

傍
線
は
筆
者
）

　

ま
さ
に
新
学
習
指
導
要
領
の
方
向
と
も
見
事

に
一
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
超

少
子
高
齢
現
象
、
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ａ

Ｉ
等
に
よ
る
高
度
情
報
化
に
よ
り
変
化
せ
ざ
る

得
な
い
日
本
社
会
の
現
実
と
、
そ
れ
を
支
え
る

教
育
の
変
化
と
対
応
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ

と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
で
は
、
高
校
段
階
で
あ
り
大
学
へ
の
接

続
が
問
わ
れ
る
Ｄ
Ｐ
（
日
本
版
）
に
つ
い
て
、

言
語
に
視
点
を
当
て
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

日
本
版
Ｄ
Ｐ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
次
の
ペ
ー

ジ
の
よ
う
に
六
グ
ル
ー
プ（
教
科
）及
び「
コ
ア
」

と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
必
修
要
件
か
ら
構
成
さ
れ
る

（
＊
４
）。

Ｐ
Ｙ
Ｐ

Ｍ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
Ｐ
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１
の
「
言
語
と
文
学
」
は
ほ
ぼ
学
習
指
導
要

領
の
国
語
科
の
枠
組
み
で
あ
る
が
、
問
題
は
次

の
「
コ
ア
」
の
部
分
で
あ
る
。

○
課
題
論
文

　

（
Ｅ
Ｅ:Extended Essay

）

　

履
修
科
目
に
関
連
し
た
研
究
分
野
に
つ
い

て
個
人
研
究
に
取
り
組
み
、
研
究
成
果
を

４
０
０
０
語
（
日
本
語
の
場
合
は
８
０
０
０

字
）
の
論
文
に
ま
と
め
る
。

○
知
の
理
論

　

（
Ｔ
Ｏ
Ｋ:T

heory of K
now

ledge

）

　
「
知
識
の
本
質
」
に
つ
い
て
考
え
、「
知
識

に
関
す
る
主
張
」
を
分
析
し
、
知
識
の
構
築

に
関
す
る
問
い
を
探
求
す
る
。
批
判
的
思
考

を
培
い
、
生
徒
が
自
分
な
り
の
も
の
の
見
方

や
、
他
人
と
の
違
い
を
自
覚
で
き
る
よ
う
促

す
。
最
低
１
０
０
時
間
の
学
習
。

○
創
造
性
・
活
動
・
奉
仕

　

（
Ｃ
Ａ
Ｓ:Creativity/A

ction/Service

）

　

創
造
的
思
考
を
伴
う
芸
術
な
ど
の
活
動
、

身
体
的
活
動
、
無
報
酬
で
の
自
発
的
な
交
流

活
動
と
い
っ
た
体
験
的
な
学
習
に
取
り
組
む
。

 

（
傍
線
は
筆
者
）

　
「
課
題
論
文
」
と
「
知
の
理
論
」
の
傍
線
部

を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
国
語
科
の
学
習

の
み
で
は
到
底
補
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
も
こ
れ
ら
は
教
科
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
な

が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
超
え
た
教
科
横
断
的
・

学
際
的
な
学
び
（C

ross-curriculum
 &

 
Interdisciplinary learning

）
で
の
思
考
・

判
断
・
表
現
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
国
語

科
の
枠
組
み
を
超
え
た
内
容
や
時
間
数
が
前
提

と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
昨
年
、
米
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
Ｉ

Ｂ
を
視
察
し
た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
Ｉ
Ｂ
は
比

較
的
能
力
の
高
い
生
徒
に
の
み
提
供
さ
れ
る
と

い
う
方
向
性
が
強
く
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
全
て
の
生
徒
が

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
の
で
は
な
く
（
た

と
え
希
望
し
た
と
し
て
も
）
学
内
選
考
や
一
定

の
考
課
試
験
が
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
言

え
る
。

　

今
後
日
本
で
も
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
Ｂ
問
題
や
大
学
入
試
改
革
に
伴
い
国
語
科
の

在
り
方
は
大
き
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

Ｉ
Ｂ
の
方
向
性
も
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
一
般

化
す
る
か
も
含
め
、
大
い
に
議
論
す
べ
き
課
題

で
あ
る
と
言
え
る
。

＊
１　

経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
社
会
人
基
礎
力
」

参
照
。

　
　

http://w
w

w
.m

eti.go.jp/policy/kisoryoku/

＊
２　

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
に
つ
い
て
」
参
照
。

　
　

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/kokusai/

ib/index.htm

＊
３　

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教
育
の
推
進
」
参
照
。

　
　

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/

kyoiku_kenkyu/index.htm

＊
４　

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
参
照
。

　
　

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/kokusai/

ib/1308000.htm

グループ名 科目例

1 言語と文学
（母国語）

言語 A：文学、言語 A：言語と文化、文学と演劇

2 言語習得
（外国語）

言語 B、初級語学

3 個人と社会 ビジネス、経済、地理、グローバル政治、歴史、
心理学、環境システム社会、情報テクノロジーと
グローバル社会、哲学、社会・文化人類学、世界
の宗教

4 理科 生物、化学、物理、デザインテクノロジー、環境
システムと社会、コンピュータ科学、スポーツ・
運動・健康科学

5 数学 数学スタディーズ、数学 SL、数学 HL、数学 FHL

6 芸術 音楽、美術、ダンス、フィルム、文学と演劇






